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123 012 345 67894567
４令和５ １

さくら市さくら町１－２－３

この欄は書かない

会社に聞く

この欄は書かない

給付を受け取る口座を
記入。２回目以降の請求
では不要

２回目以降の請求では
前回請求した分の期間は
除いて記載する

会社に書いてもらう

病院に書いてもらう

会社の所在地を管轄する
労基署の名前を記入

わかりやすく赤字にしているが実際には黒のボールペンで書く

【休業補償給付請求書 様式第 8号 記入例】



建設会社 １４ ３０ １０５９７ ３０

９

００９ ００１８

2,123.45

１

さくら市の建設現場で鉄筋組み作業に従事中、バランスを崩し脚立から転落し、頭部を

打ち、すぐ病院へ行った。

就業先の平均賃金。
別紙で計算した金額

今回の災害で障害年金を
受給している場合は書く

複数の会社で
働いているか

別会社に聞く

別会社の平均賃金。
別紙で計算した金額

２回目以降の請求では３２～３５、および３７の
記載は不要

事業主や一人親方など
特殊な立場で労災に加盟
しているときに書く
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住 宅

残 業

月ごとの固定給や手当を
もらっている人はその
固定分の月ごとの合計を
書く（ボーナスは含めない）

日給や時給で受け取っている人は
「残業代や手当」を除いた賃金の
月ごとの合計をこちらに書く

月給制などの人も含めて
時間単位の残業代はここに書く
（ボーナスはここにも含めない）

平均賃金の算定期間に
私病などの理由で休んだ
日がある場合はここも
書く

日雇いで働いている人は
こちらに書く

次のページで求める金額

災害発生日の前の賃金締切日
から数えた過去３ヶ月間に
ついて書く。
私病などで休んだ日がある
場合は、休んだ日を除いた
日数を丸で囲んで隣に書く

実際に働いた日数

「日雇」を選んだ場合は下の
「A」、「B」欄は記載不要。
かわりに「日々雇い入れられる者の
平均賃金～」欄に記入する

２つ（または３つ）の方法で
平均賃金を計算し、最も
高いものを平均賃金とする

会社に聞く

週給制などの場合はこの後の
書き方が違ってくる。
ここでは月給制の場合を
例にあげる

働いていた会社ごとにこの用紙を１枚ずつ書く
（２社を掛け持ちしていたなら計２枚）
２回目以降の請求ではこの用紙の提出は不要
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１2令和４ １０

１2令和３ １０

６令和４ ３０

住 宅

風邪をひいたため

645
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250,000

270,000

200,000

６令和３ ３０ 190,000

私病などで休んだ日についても支払われた
賃金があるなら、その金額を記入する。
住宅手当が月 20,000 円とすれば
20000 ÷ 31( 月の総日数 ) ×1( 休んだ日数 )
で 645.16・・となり、小数点以下を
削り 645円となる

災害日前の２年間に支払われたボーナスの額を
記入する欄。休業 (補償 ) 等給付には無関係だが、
他の給付を請求するときに改めて申告する
必要がなくなるので書いておくと良い

平均賃金の計算期間に私病などで休んだ日がある場合は書く



通勤であれば通常は
「イ」か「ロ」

日 本  太 郎 令和５

令和５

令和５

令和５年３月１５日
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３ １４
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5,000

5,000

３ １６

１２

２
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今回の災害が原因で一部休業した日がある場合は提出する。
ない場合は提出不要。
複数の会社で働いていてそれぞれに一部休業がある場合は、
それぞれの会社について１枚ずつ書く

会社に聞く

一部休業に支払われた
金額を記入

会社に聞く
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日 本  太 郎

現 在

６０
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１ １
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ニ ホ ン   タ ロ ウ

１２３ ５６７８

さくら市さくら町１－２－３
サクラシ　サクラマチ

５ ５２ ２8 ３ １６
１２

１５

２１２３ ４５

会社に聞く

今回の災害が原因で障害年金を
受け取っている人は書く

会社に書いてもらう

複数の会社で働いている人は提出する
２回目以降の請求では不要

別の会社でも働いている人は
その別会社についても改めて
別紙１と別紙２（３～５ページ目）
を用意し、別紙１で計算した
金額を書く

会社の所在地を管轄する
労基署の名前を記入


